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研究成果の概要（和文）：宿主アリと異種混成巣をつくる社会寄生性アリ種は、同種仲間を巣仲

間として識別するが、宿主アリを巣仲間としては認識していない。宿主アリは、宿主も寄生者

も巣仲間として認識した。寄生者の体表炭化水素は宿主に酷似しているが、個体隔離によって

その組成は変化し、総量は減少した。寄生者は、宿主が元来巣仲間の認識に利用している体表

炭化水素を獲得し模倣することで宿主の行動を制御する一方、種内での巣仲間認識には別種の

化学物質を用いる可能性が高い。 

 
研究成果の概要（英文）： Social parasitic ants constructed mixed species colonies with the 

host ants. The host ants discriminated the parasite ants as nestmates, but not vice versa. 

The parasite ants, however, discriminated the conspecific nestmates from the conspecific 

foreigners. Because the host ants rely on cuticular hydrocarbons for their nestmate 

recognition, it is most likely that the parasite ants would deceive the host ants by acquiring 

the host cuticular hydrocarbons through direct body contact. In contrast, the parasite ants 

rely on non-hydrocarbon components for their own conspecific nestmate recognition.  
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１．研究開始当初の背景 

 

 集団生活をする蟻類の社会は、フェロモン
などの情報化学物質に基づく個体間交信が
発達した高度な情報依存社会である。そこで
の情報交信は、血縁関係を基本としたアリの
家族社会（コロニー）内での強い結束性と高
い排他性の維持に貢献している。それによっ
て、社会の構成員には、安全･安定･快適な環

境が常時提供されると同時に、それを維持す
るための種々のタスクが課せられる。 

 

 一方、シジミチョウ幼虫やアリスアブ、ア
リヅカコオロギなどの好蟻性昆虫は、安全･
安定･快適な環境を享受しながらも、それを
維持するためのタスクを負わない。このよう
な生存戦略を可能にするのは、好蟻性昆虫に
共通した化学戦術であり、それによって宿主
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アリによる攻撃･排他を免れている。同様の
化学戦術は、別種アリの労働力を搾取するこ
とで自種の繁栄をはかる社会寄生的アリ種
においても認められる。 

 

 好蟻性昆虫および社会寄生性アリ種に共
通する化学戦術には、宿主アリ種のコロニー
特異的な情報である「同巣認識フェロモン」
を盗用する「化学擬態」がある。 

 

この戦術の有効性を指示する根拠は、多く
のアリ種で体表炭化水素組成・組成比
（CHC・CHP）が同巣認識フェロモンであ
ると考えられること、多くのアリ類が異質な
CHC・CHP に対して敏感に反応し攻撃を仕
掛ける一方で、同質の CHC・CHP に対して
は攻撃行動を示しにくいこと、多くの好蟻性
昆虫種および社会寄生性アリ種が、宿主アリ
種の CHC・CHP とほぼ相同な CHC・CHP

を持つこと、の 3 点である。 

  

ところが、社会寄生性アリ種による化学擬態
戦術に着目した場合には、次の 2 点について
検証する必要がある；(1)異種混成巣内におけ
る同巣認識の実態はどのようになっている
のか、つまり寄生種自身は種特異的な同巣認
識をおこなっているのか、(2)行なっているの
であれば、その認識に用いられている情報化
学物質はどのような成分か。 

 

 例えば、奴隷制という寄生形態をとるサム
ライアリでは、その化学擬態の特性が他の社
会寄生アリ種や好蟻性昆虫とは異なってい
る。後者の化学擬態は、宿主の巣内で既に通
用している化学情報を模倣するものであり、
それによって宿主の社会構成員であるかの
ように振舞うことが可能となる（「羊の皮を
かぶった狼」戦術）。ところが、サムライア
リの場合は、宿主アリは複数コロニーから常
時追加徴兵されるため、擬態のモデル情報は
統一されていない。そのため、単純に「羊の
皮をかぶった狼」戦術が適用されるわけでは
ないものと予期される。 

 

２．研究の目的 

 

本課題では、奴隷制を示すサムライアリと、
一時的社会寄生種であるアメイロケアリ･ク
ロクサアリを対象として先の 2点について検
証を行なうことを目的とした。 

 

それに先立ち、それぞれの社会寄生性アリ
種と宿主アリ種との間に、CHC・CHP の化
学的な類似が成立することを確認する。 

 

その上で、(1)社会寄生種自身に関する同巣
認識の実態検証をおこなう。社会寄生種のコ

ロニーでは、社会寄生種自身と宿主アリ種と
が混成している。そこでの同巣認識を想定す
ると、社会寄生種による同種の同巣と異巣個
体の識別、社会寄生種による異種(宿主)の同
巣と異巣個体の識別、宿主アリ種による同種
の同巣と異巣個体の識別、および宿主アリ種
による異種(社会寄生種)の同巣と異巣個体の
識別、のそれぞれが成立するものと予期され
る。このいずれか、あるいはいずれもが成立
するのか否かを検証する。 

 

これらの宿主アリ種においては、CHC・
CHP が同巣認識フェロモンとして機能する
ことが確認されている。そこで、異種混成巣
を形成する社会寄生種について、種特異的な
同巣認識が成立している場合、その情報が
CHC・CHP によるものか否かを検証する。
寄生種の CHC・CHP は宿主に応じて獲得し
たものであることから、元来の種特異的信号
にはなり得ない、という仮説の検証を目指し
たものである。 

  

 

３．研究の方法 

 

両系の社会寄生アリ種を対象として、それ
ぞれの異種混成巣における社会寄生種およ
び宿主アリ種のそれぞれについて、同種およ
び異種に対面したときの威嚇・攻撃行動を観
察し、その頻度をもとに同巣認識の実態を検
討した。 

 

また、それぞれ対応するワーカーについて
は、個体別に体表炭化水素成分を分離･精製
し、ガスクロマトグラフ分析に供することに
よって、その組成および組成比の類似性を検
討した。 

 

さらに、社会寄生種における同種同巣認識
に関わる化学因子を探索するために、抽出し
た体表ワックス成分を複数成分に分離した
上で生物検定に供し、その活性を比較した。 

 
 
４．研究成果 
 
 サムライアリとその宿主アリ(奴隷)種の
異種混成巣における同巣認識の実態を検証
した結果、いずれも同種同巣個体を同種異巣
個体と識別していることが判明した(図 1a：
サムライアリ、b：奴隷クロヤマアリ)。ただ
し、サムライアリの同種同巣個体は基本的に
血縁者であるのに対して（図中では Nestmate
と表記）、宿主クロヤマアリの同種同巣個体
は互いに血縁ではない可能性が高い（そのた
め図中では colonymate と表記）。宿主である
クロヤマアリの同種同巣認識の程度は、未寄



 

 

生状態での認識の程度よりも若干低下した
(図 1c)。 
 

図 1サムライアリ(a)クロヤマアリ(bc)の同種同巣認識 

 
 
一方、異種間の同巣認識反応を比較すると、

サムライアリは異巣の奴隷クロヤマアリに
対してもあまり攻撃行動を示さなかった。し
かし、奴隷クロヤマアリは異巣サムライアリ
に対して排斥的な行動を示した(図 2ab)。 
 

図２サムライアリ(a)クロヤマアリ(b)の異種同巣認識 

 
サムライアリの体表ワックス成分を複数

の画分に分画して生物検定をおこなったと
ころ、サムライアリの種特有で巣特異的な攻
撃行動は、非炭化水素画分によって解発され
た。 

 

 図 3 サムライアリ(P)奴隷クロヤマアリ(F)の CHC 

 
GC-MS 分析の結果、サムライアリは宿主ク

ロヤマアリに似せた CHC・CHP をもつことが
確認された（図3）。巣内でのCHPの類似性は、
宿主クロヤマアリ同士で有意に高くなる傾

向があったのに対して、サムライアリ同士で
は大きくばらついた。しかしながら、巣間で
の CHP 比較を行なうと、寄生種と宿主とは巣
特異的な類似を示し、他のコロニーからの判
別が可能であった。 
 
以上の結果から、元来 CHC・CHP を同巣認

識フェロモンとして利用しているクロヤマ
アリは、寄生を受けた後も CHC・CHP によっ
て同巣識別を行なっていること、巣内のサム
ライアリとクロヤマアリを識別していない
可能性があること、サムライアリは CHC・CHP
を模倣することで宿主クロヤマアリの行動
を制御している可能性が高いこと、サムライ
アリ自身の同種同巣認識には CHC 以外の化学
物質を利用しているであろうこと、が推察さ
れる。 
 
今回の解析より、宿主クロヤマアリよりも

サムライアリにおいて CHPのばらつきが大き
いこと、また非寄生のクロヤマアリ巣と比べ
て被寄生クロヤマアリ巣では CHP のばらつき
が全般的に大きくなること、が判明した。こ
のことから、サムライアリが宿主由来の複数
の情報を合わせて新たなモデル情報を作り
出し、それに基づいて宿主の操作を行なって
いる可能性が示唆される。擬態の成立には、
宿主クロヤマアリの同巣認識能獲得および
形成過程が密接に関与することがうかがわ
れるため、今後はその解明とあわせた検証を
おこなう必要がある。 
 
別の社会寄生系であるアメイロケアリ・ク

ロクサアリにおいては、トビイロケアリに対
する一時的社会寄生種であるアメイロケア
リが、宿主であるトビイロケアリの CHC・CHP
を化学擬態することを確認した。また、隔離
実験の結果から、アメイロケアリはトビイロ
ケアリ似の CHC を自ら合成するのではなく、
直接接触によってそれらを獲得する可能性
が高い。また、アメイロケアリは元来種特異
的な体表炭化水素成分を殆ど持たないこと
を確認した。 
 
一方、アメイロケアリは、自らが被寄生者

になった場合には、その寄生者であるクロク
サアリに類似した CHC を獲得した。クロクサ
アリは CHC・CHP によって同巣認識をおこな
っており、その CHC は直接の接触によってア
メイロケアリ体表に移ることから、アメイロ
ケアリ自身の同種同巣認識には炭化水素以
外の成分が寄与しているものと考えられる。 
 
アメイロケアリは社会寄生種としての特

性：自らの CHC を極力少なくし宿主の CHC を
模倣する能力に長けた種であることがうか
がえる。そのため、寄生を受ける側に回った



 

 

場合には、寄生者の CHC を獲得してしまうも
のと推察される。 

 
今回検証した 2つの事例は共通して次のこ

とを示唆している：すなわち、社会寄生種に
おける同種同巣認識の情報化学物質は、一般
によく利用されている CHC ではなく、異なる
物性の化学物質である。CHC 以外の同巣認識
フェロモンの実態については殆ど解明され
ていないが、CHC に基づく同巣認識能にも何
らかの影響を及ぼす可能性がある。今後は社
会寄生種を対象としてその化学性状を明ら
かにしていく必要がある。 
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